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最新情報は SNSをチェック！ 

電話 050-5540-0860   
メール houkatsu@tokiwagi.org 

調布市地域包括支援センターときわぎ国領 

みまもっと便り 2025年 春号 

クリエイト 

国領町店 

セブンイレブン 

国領店 

調布市地域包括支援センターときわぎ国領 
 

所在地〒182-0022国領町7-32-2デュスモン国領 101  

開所時間月曜日～土曜日 9時～18時 

※開所時間以外の時間及び日曜日は転送電話対応 

担当地域 

布田５～６丁目、多摩川６～７丁目、染地、国領町６～７丁目 
（布田小・杉森小・布田小学校区） 

 

 

地域包括支援センターは市からの委託を受けた法人が運営する、高齢者とご家族のための総合相談窓口です。

社会福祉士や保健師、主任介護支援専門員等の専門職が皆様のお困りごとに対し相談支援を行っています。 

介護・病気・健康のこと、認知症のこと、毎日の生活でお困りのことがあればお気軽にご相談ください。 

 

田中 
権利擁護担当 

（社会福祉士） 

小嶋 
見守りネットワーク担当 

（社会福祉士） 

市内 AED設置場所 

急に体調を崩される高齢者が増えています！ 

緊急時はこれらを活用しましょう！ 

調布警察署 042-488-0110 

 

 
地域包括支援センターときわぎ国領  電話 050-5540-0860 
   

細谷 
センター長 

（主任介護支援専門員） 

道脇 
認知症地域支援推進員 

（社会福祉士） 

中浜 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 

丸山 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 

本多 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

出前講座「知っておきたい介護のお話」開催 
2/8 多摩川住宅ハ号棟にて出前講座を開催し20名の方

にご参加いただきました。当センターの小嶋職員が介護保

険や介護サービスについて事例をまじえお話しました。 

大切なのは「皆さんが困った時に地域包括支援センターは

じめ多くの医療・介護・福祉関係者がサポートします」と伝

える続けることです。ハ号棟管理組合様には貴重なご機会

をいただき感謝いたします。 

認知症サポーター養成講座 inこころの健康支援センター 開催 
 

ケアラーカフェ in染地 定期開催中 
染地地域福祉センターにて 2 ヶ月に１回、家族介護者が集うケ

アラーカフェを開催しており、当センターの認知症地域支援推

進員や介護経験のある地域ボランティアがお待ちしておりま

す。介護の思い出、介護をしている大変さ、今後の不安、一緒に

お話しませんか？どなたでもお気軽に参加できます。 
 

奇数月の第三月曜日 13:30～から定期開催中です！ 

 
 

 

都民連研修会で「みまもっと」の話をしました 
 

1/21 都民連（東京都民生児童委員連合会）高齢福祉部会の研

修会にお招きいただき、当センターの小嶋職員が調布市の見守

りネットワーク「みまもっと」や民生児童委員との連携について

お話しました。各自治体の民生児童委員の代表約 50名が参加

されており、困っていそうな高齢者がいた時の対応や関係機関

との連携など、熱い意見交換がされていました。 

 

 
 

 

 

ライオンズマンション 人生会議（ACP）出前講座 
2/14 ライオンズマンション調布にて、当センターの道脇職員とちょうふ在宅医療相談室（調布

市医師会）がコラボし、人生会議（ACP）についての講座を開催しました。全員で「もしバナゲー

ム」をしながら、自分がどのような最期を迎えたいか、何を大切にしたいかをあらためて考える

機会となりました。 

 

 

 

広報協力員研修「さつきホスピタル」見学 
1/28 広報協力員（当センターの事業のお手伝いをいただいて

いる地域ボランティア）の研修として、つつじヶ丘にある東京さ

つきホスピタルの見学に行きました。つつじヶ丘包括と合同研

修という形で職員も複数参加し、病棟のほか有料老人ホーム、

就労継続支援作業所も見せていただき、調布市内の社会資源

についてあらためて学ぶ機会をもつことができました。 

 

 

 

出前講座のご依頼はお気軽にご連絡ください！ 
当センターでは上記「介護保険」「認知症」「人生会議（ACP）」など、 

様々なテーマで出前講座を無料で開催しています。会場さえ確保 

していただければ、パソコン・プロジェクター・資料等は当センター 

のほうで準備いたします。少人数のサークルや自治会等でも構い 

ません。ぜひお気軽にご相談ください。 

 

地域包括支援センターときわぎ国領 

電話 050-5540-0860 
 

1/18 こころの健康支援センターで認知症サポーター養

成講座を開催しました。地域住民の方 12 名が参加され、

当センターの道脇職員から認知症がどのような病気なの

か、そして関わり方のポイントをお話しました。認知症を身

近に感じ、地域全体で認知症の方を支えていけるよう、今

後も様々な場所で開催したいと思います。 

 

 

私事ではございますが、３月をもって包括を離れることとなりました。

社会人としても保健師としても未熟な部分も多くご迷惑をおかけしたこ

とも多かったと思いますが、地域の方々、医療福祉介護関係者の方々に温

かく見守っていただき、成長することができました。 

特に介護予防担当としての取り組みでは、体力測定会を様々な方にご協

力いただき毎年開催することができました。毎年５０名を超える多くの方

に参加していただき、「参加できるのを毎年楽しみにしている。」「参加で

きてよかった。」などお声をかけていただくこともあり、少しでも介護予

防への意識を高めていただけるように関われたことを嬉しく思っており

ます。 

包括での経験は何ものにも代えがたい宝物です。関わってくださった全

ての皆様に厚く御礼申し上げます。本来であればお世話になった方、お一

人お一人に直接お会いしてお礼をお伝えしたかったのですが、時間の都合

などもありこちらでのご挨拶とさせていただきます。 

本当にありがとうございました！          大関 朱音 

 

大関保健師が退職します。４年間ありがとうございました。 

 

 

 


